緊急シンポ　富士市のお産はドうなるの
主催未来ネット　０８．５．１　フィランセ３Ｆ　会議室
参加者
富士市長、病院事務長、保健部長、他市職員２０名弱、

県会議員、富士市会議員、富士宮市議、県保健所長、市内開業産婦人科医師数名、病院勤務産婦人科医師、助産師、署名活動副代表、マスコミ関係等　計約１００名弱

１．未来ネット横井代表挨拶

２．市長説明

４月１３日朝刊で報道され、その後の経過の説明をしたい。慈恵会医大の教授より、来年の３月を持って医師を引きあげたい。との話があり、院長、市長、事務長と訪問して確認をした。大学側としてニュアンスが医師会に伝えられ報告があった。

４月２１日議会代表者会議で報告したとおり。大学側としては富士市とは長年の信頼関係がある。産科の科目がなくなる事がないよう極力対応したい。

１８日、院長、市長、事務部長で確認に大学へと行った。２３日浜松医大の学長にも面談した。院長も他大学へと足を運んだ。４人の医師にお願いして、考えも聞いた。窪田医師は４人体制が維持できれば残るとのこと。あと３人の医師確保が必要な中で、慈恵会医大に一人でも二人でも残ってもれえるようにとお願いし、最大限の努力をしている。しかし厳しい状況。

自治体病院は医師不足で大変なことになっている。慈恵会医大にも何度も足を運び、他大学病院へも行っている。

開業医にも厳しい状況が訪れる。小児科にも影響する。記者会見でも述べてきたとおり、他の診療科目とまったく違い、大変な状況という認識でいる。

まだ4人の確保ができている状況ではないが、2大学にお願いする予定でいる。遅くとも6月か7月には結論を出さないと4月以降にお産を抱えた妊婦の責任がもてなくなる。現在の4人体制でさえ大変、確保に全力を挙げている。心配をかけていることを申し訳なく思っている。全力を挙げて危機を乗り切る覚悟です。

市長への質問

参加者　苦労している事が良く分かった。当面富士市で国に対してどうして行くのか。
市長　市長会でも話題になっている。国に確保の方策をお願いしている。
参加者　開業する産科の先生に、資金を補助する考えは？
市長　産科医を増やすことについては、具体的にはない。医師の労働条件を総合的に考えていきたい。富士市出身で医者になっている人の情報を収集している。皆さんも力を貸して欲しい。
署名活動代表　署名しながら、危機感を感じてない市民が多い。富士宮では富士のことで関係ないと考えている。一般市民の問題意識が低い。
市長　大きな問題だと認識している。生み育てやすい環境を最大の施策にしている。市民は自分が直接そういう状況にないと、意識しない。広域の産婦人科医療圏で活動していただく事はありがたい。
市内産婦人科開業医師　中央病院の久保田先生は医師が４人いないと無理だと思う。お金の問題ではないというが、中央病院に来れば必ず勉強になるというような質とコストをあげる必要がある。お金がかかってでも病院を守るということも大事では。中央病院には単身で来る医師も多く、お金の面でも魅力的ではなくなっている。給料の問題もある。考慮を。
市長　医者の納得できる、適正な給料がどのくらいか、どれがいい条件なのか分からないので、病院長や事務部長にお願いしている。健全財政なので対応は可能だ。久保田先生は、市内出身で郷土愛で残ってくれている。医師会の先生にも協力してもらう。

市内婦人科開業医師　市民の意識が低いのにびっくり。最初騒いでいただけで今は静観している。中央病院が一つしかないのに危機感が非常に乏しい。自分の立場でものを言うが分かっていない。お金の問題は絶対ある。市民が身にしみてない。これじゃまずいんだぞともっとアピールしていかないと、本当に潰れる。
市長　今までの科の医師不足は私たちが働くことで対応してきた。しかし今回は違う。解決しなければならないが、自分たちだけでは難しい。市民の後押しが欲しい。
３．助産院の状況

横井　中央病院も年間２００件以上が、正常分娩なので、助産院が病院の負担を軽くできるのではないか。富士市には助産院がないが、富士宮市にある助産院「エス アール ハウス」の番内さんに話をしてもらいます。

番内助産師　
富士圏域では、８７～９７名の助産師がいる。助産師は病院や診療所で７０％を占めている。中央病院１５～１６名、富士宮市立病院１０～１１名、聖隷沼津１０～１２名、元国立東静病院１５～１６名、蒲原病院２～３名（一般病床）、看護学校教師として４～５名、診療所５～６名。全国で開業している助産所６８３件、静岡県内は１７件、富士宮市２件、富士市にはない。

助産師は入院分娩、出張分娩の介助をします。

２００５年静岡県出産人数31,908人（100％）中、病院で出産14,128人（44.3％）、診療所17,291（54.2％）、助産院499人（1.5％）正常分娩を助産所といっても、助産院がない。

しかし、現状は、行政の認識のなさから対応不足。マンパワーの不足、医師、病院との協力体制の問題など、様々な問題を抱えています。
中央病院が閉鎖だと半分は富士宮市立病院に流れてくるだろう。更に人数が増えて医者がハードになり、富士宮市立病院医師が引き上げるとどうなるのか。医師は３６５日大変な思いをして仕事している。医療訴訟も多く、体制が悪いのではないか。医師も助産師もなり手がいなくなる。

開業して１４年になるが、当初は嘱託医になってくれる先生がいなく、自宅出産の介助のみだった。そのうち母親たちの要望の声が大きく、７年前に２ベッドの助産院になった。以前は、嘱託医は、眼科医でも外科医でも医師であればよかった。改正で嘱託医は産科医で入院を扱っていること。病院を持たなければならないと変わった。
妊婦検診が、それまでの２回から5回に公的補助する回数が増えた。しかし、静岡県の場合、病院・診療所のみで、助産院は認められない。河口湖町、南部町、身延町などの山梨県からの妊婦は公的補助が使えるのに、静岡県民は使えないのは問題。
産褥ケア制度、育児ができない、育児で悩んでいる出産した母親を助産所に入院させて、子どもの育て方を学んだり、精神面でケアしたりする制度が富士宮市にはあるが、富士市にはないので、富士市民で助産院を利用している人は、この制度を利用できない。

４.自由討論

市内婦人科開業医師　

助産所は以前富士市にもあった。自分は嘱託医師をやっていたが、３年間で５回、夜中に中央病院へ担ぎ込み大変だった。１００件に１件は子どもが危ないお産、１０００件に１件は母親が危ないお産になる。

産科医師は最低５年、本当は１０年経験しないと難しい。もはや、探してもいないのではないか。介護師をフィリピンから集めてくる時代、海外から医者を呼び集めることもあるでは。産婦人科医は１９９０年の１３０００人から現在９０００人に減っている。前提条件として、入学定員が変わっていない。欧米からすると医師の数は半分。医局は６割が男性で４割が女性。しかし、女性の５割ぐらいは出産等様々な理由で離れていく。小児医療も大変になる。
病院産婦人科勤務医師

現場の声を聞いて欲しい。６年目の産科医。富士のお産はどうなるのか。日本どこへ言っても産科医師は足りない。大病院でも足りない。他から奪ってくると、他も同じことをしてくる。ここ数年は何とかなっても、解決にはならない。どうしてこんな状態になったか。
日比谷へ超党派の議員の公開シンポジウムにも行ってきた。

医師の数を増やすと破綻するという医療費亡国論がある。医師の数は先進国の半分、１．５倍日本の医者は働かなくてはならない。

世論が動かないと国は動かない。分娩取りやめ施設５ヶ所は出ている。今後増えていく。
医師の３割は団塊の世代なので、さらに減っていく。妊娠中毒による早期胎盤剥離がを月１件のペースで帝王切開している。沼津が清水が、どこでも１０人ペースで妊婦が死ぬ未来が待っている。

今行動しないと悲惨なことになる。根本的な解決としてはないが、世論で国を動かすしか今はない。
署名活動副代表
一般の母たちの会です。医療知識がなかった。まだ大丈夫だろう、他にも産婦人科あるんじゃないかと市民に問題意識がない。自分はハイリスクで３人出産した。もう一人と思っているのに、産むのも怖くなる。署名活動していると、医者を守ることを考えていないのか、自分さえ良ければいいのかなど、語りかけられてくる。給料上げればいいのか、訴えられてもいいように保険をつければいいのか。
署名活動を通して、安全な社会で共存できるよう、市民に考えてもらうきっかけになってもらいたい。総合病院にいけば医者はいっぱいいるしと、市民が安易に考えている。今後市民の声が県や国に響くように活動していきたい。署名活動が終わっても、医療問題を考えていきたい。

市内開業医師
父も祖父も産婦人科の開業医だった、自分は産婦人科はできなかったが、産婦人科の先生を盛りたてて欲しい。市民活動で盛りたてる。医師会も含めて、署名活動をしていきたい。

病院産婦人科医師

現在の状況は院内助産院とほぼ同様の状態でやっている。午前は外来で、午後２～３人で手術、その間、助産師が相談してくると、指示する。いっぱい、いっぱいでやっている。

正常分娩といってもどちらが多ければいい問題ではない。お産してみて初めて、正常だったかどうかで、お産になってみないと正常かどうか分からない。

いま自分が続けられるかどうかでゆらいでいる。百歩譲って民事はいいにしても、「福島妊婦死亡事件」での逮捕・起訴の例で見られるように、全身全霊を持ってやっていても、刑事で逮捕されるのは、絶対に嫌だ。
労働条件でいっても、４人という数字はギリギリの大変な状況です。月の３分の１、１０日は当直、そのまま午前は診察。お金でないというが、お金は必要条件であることは間違いない。自分の勤務を時給に計算することは怖くてできない。
刑事訴訟の免責、労働条件の改善、報酬、考えて欲しい。

助産師会助産師

県庁で話しあった。署名活動をお母さんたちが開始、ありがたい。喜ばれるお産をみんなで目指したい

アンケート意見
緊急シンポジウムについて

· 現場の医師の話を直接聞けて切実な問題という事がよく理解できた。

· 市民一人一人の問題として一度で終わるのでなく、度々開催すべきだと思う。

· いろいろな方（当事者）の意見が聞けてよかったと思います。

· 医師の本音、一般の方の本音が聞けたのが良かった。

· 国の政策がまちがっているから、このような問題が起こったのだと思います。もっと世論に訴えて、国の政策をたださなければと思います。
· 時事に即した良い企画、こんな緊急課題だとは認識していなかった。

· 市民に関心があるときの開催でタイムリーであると思う。

· 女性の会はならではであり、開催してくれて良かった。

· 医師不足は全国的な問題と理解しながら、身近に考えていませんでした。しっかりと考えて、急いで行動していきたいと思います。

· 大変勉強になりました。大変な問題なので一市民としてもっと勉強していかなければと思います。

· とてもよい機会だったので、今日のシンポジウムをもっとＰＲして欲しかった。

· 現場の声、様々な立場からの声を聴くことができ、この問題に対する認識が深まった。
· いかに危機的な状況にあるのかが良く分かった。本当に有意義な会だったと思う。

· 助産院の話があまり意味がなかった。長かった。

· 一時的なものでなく、継続的運動に広げてください。

お産についての要望や提言

· 少子化が懸念されている現在、一日も早く安全に、お産ができる環境を整えていかねばと思う

· 助産師の助けを借りることも重要な問題。行政を動かして、署名集めだけに終わらないように、まずは議会が動いてください。

· 院内助産所、助産師外来の開設、必要性を検討ください。

· 全国運動になるようがんばりたいと思う。

· 是非、国政に働きかける運動を。

· 国の軸足の一番大事な柱が生命を生むこと。政治の怠慢だと感じる。税金の使い方も含め、生命を一番に考える政治家を選ぶことだと思う。
· 平和である日本で生まれる場所すら難民と同様では、政治の方向性が、とんでもないとところに来ていると思う。

· 中央病院の助産師さんを　病棟へ集め、正常な分娩をお願いします。助産師さんは、正常分娩のプロでもあり、異常を早期発見していくプロでもあります。

· 少子化を言い立てる前に、安心して生み育てられる当たり前の事が保障されないことに驚く。即、国は考えて欲しい。

· この実情を市民にもっと細かく知らせるべき。

· 産科がなくなる危機感が市民の中で薄いということを改めて実感した。

· まず、関心世論を喚起するしかないですね。署名運動も無駄ではないと思いますから。

· 娘を持つ母親として、市外にいる娘が、富士市でお産ができるといいと思っています。
· お産も含め、富士市だけの特別な公的医療も考えていかねばと思う。

· マスコミの多さからも問題の重要性がわかる。病院の現役の医師の話を聞くことができて本当に良かった。

· 中央病院の医師を何とかつなぎとめるという目先の政策ではなく、長期的、広域的な視野を持って考えていかねばならないと強く感じた。
· 国を動かすには世論が必要という言葉に希望を感じた。自分が何をできるか考えていきたい。

· 生命の始まりである出産が保障されない国は滅びると思います。

· 国への医療体制の要求は、是非大きな声にしていきましょう。
